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説明文

1. 事業内容 

今回行った主な事業は以下の 3 点である。第 1 に、プロジェクトメンバーは、「クリーンアップ大作

戦」に参加し、豊橋駅周辺のゴミ拾いを行った。また、「環境フェスタ」にボランティアとして参加し、フ

リーマーケットの受付、スタンプラリーの対応などを行った。

第 2 に、プロジェクトメンバーは、豊橋創造大学西門およびグランド周辺の排水溝で 530 運動

を実施した。 

 第 3 に、プロジェクトメンバーは、大学生を対象とした530 運動についての広報活動を行うため、

大学生の視点からデザインした 530 運動についてのチラシとポスターを作製した。プロジェクトメンバ

ー自らが、キャッチコピーを考え、学内で実施した 530 運動をポスターの背景にした。 

2．事業の成果 

第 1 に、「クリーンアップ大作戦」に参加した成果として、想像以上にゴミの量が多く、530 運動

の重要性を認識することができたことである。また、「クリーンアップ大作戦」「環境フェスタ」では学生

の参加者が少なく、学生に 530 運動をアピールする必要性を実感することができた。 

第 2 に、豊橋創造大学にて実施した 530 運動の成果として、菓子の袋やレジ袋、空き缶、吸

い殻、壊れた傘など、多くのゴミをプロジェクトメンバーが協力して拾ったことである。これまでは学内

やその周辺のどこにゴミが落ちているのか意識していなかったが、活動を通して、530 運動への関心

を高めることができた。 

第 3 に、学内にポスターを掲示し、チラシを設置した。具体的な成果は今後となるが、現時点

では、530 運動に参加した経験を活かした学生向けのキャッチコピーの入ったポスター・チラシを考

えることができた。そのため、今後、チラシを配布したり、ポスターの掲示場所を増やしたりすることに

よって、学生の 530 運動への意識向上が見込まれる。

3．今後の見通し

今後の見通しとして、以下の 3 点が考えられる。 

 第 1 に、「クリーンアップ大作戦」や「環境フェスタ」への継続的な参加である。今後は、プロジェク

トメンバーだけでなく、メンバーが自ら参加者を増やせるように積極的に働きかけていきたい。 

 第 2 に、豊橋創造大学での 530 運動の定期開催、豊橋市内他大学での 530 運動の開催

である。今後は、学内の 530 運動を定期的に開催することで、さらに参加者を増やし、また、他

大学でも開催できるよう呼び掛けていきたい。 

 第 3 に、チラシの配布とポスターの掲示である。ポスターについては、豊橋創造大学以外に、豊

橋市内他大学、市役所で掲示し、チラシについては、豊橋創造大学や豊橋市内他大学で配布

するだけでなく、若者が多く集まりやすい場所（豊橋駅前、愛知大学駅前）でも配布する予定

である。 



１：クリーンアップ大作戦

２：環境フェスタ



３：豊橋創造大学 530 運動 


